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日本曹達〔株)， および同社を中心としも補う ζ とを目的としたし、。その場合，
































































4 (144) 第 127巻第2.3号



















加工部門にすぎなかった L中村忠一『日本化学工業資本の成立と発展J'1961. 6へー ジ固なお，
ここでルプラ L法とほs まず11塩と硫酸との複分解により苦硝〈硫酸ソーダ)左塩酸とを作る，
121芭硝を右炭および右灰右と熔融Lr黒灰J(炭酸ソ ダと硫化石灰とからなる〕を作る， (3)黒





































12) 前掲『日本曹達工業史~.ll 52--.:.-:'0 
13) 前掲『改訂増補日本曹達工業史~ 184ベ ク図
14) 向上， 281 ベージ。，苛性ソーダは帽うかと申しますと晒加に反して終拍輸入品のEE~自を受/


































































8 (148) 第 127巻第2，3号
第 1表苛性ソータ・ソーダ灰・晒粉の生産量・輸出入量
(単位トン〕
苛性ゾーダ ソ ーダ灰 晒 粉
生産量|輸入量|輸出量 生産量|輸入量 生産量|輸出量
冒月，古43 3，664 11，644 1，305 18，638 
44 2，850 11，443 1，487 20，499 
大正ヌじ 4，211 10，767 2，106 26，828 9，989 496 
2 4，325 12，161 2，158 31，081 10，4日8 1，013 
3 5，204 13，829 1，750 32，961 9，391 765 
4 7，297 10，852 1，829 30，642 12，906 1，912 
5 6，737 10，083 2，642 38，408 18，795 5，369 
6 9，062 21，717 400 3，454 44，480 19，734 6，468 
7 10，553 7，416 660 3，048 56，318 21，298 4，946 
8 10，776 36，051 498 5，080 53，658 23，391 2，431 
9 8，629 26，349 3，829 7，112 61，718 24，732 2，667 
10 9，715 1，304 812 7，112 44，117 20，689 2，859 
11 8，776 21，138 150 7，811 90，890 16，128 2，803 
12 19，595 20，045 165 7，458 90，606 29，027 2，553 
13 21，684 15，701 70 2，002 114，279 33，36tl 2，646 
14 25，423 22，378 218 11，162 131，773 36，890 2，567 
昭和元 25，341 36，574 43 17，318 37，004 33，288 2，643 
2 24，094 41，361 54 23，130 101，449 37，381 2，613 
3 28，7口0 61，741 33 30，928 79，443 46，325 3，111 
備考前掲『改訂増補日本曹達工業史.ll303，304，307，329，330，375ベー ク。










が故k遭って行けたのであるム 『東洋経詰新報』大正8年 1月5日号付揖， 73ベー ρ。


















17月 18月 19月|曲月 11川町
大正 3 110 108 108 108 108 105 103 242 181 125 116 114 
41 112 112 112 198 167 187 132 191 198 198 198 213 
51 465 592 583 449 326 282 26() 282 275 308 356 380 
61 304 301 297 319 352 356 460 506 517 594 550 594 
71 612 612 660 693 638 678 682 755 770 726 506 418 
81 348 275 248 242 220 282 260 242 231 224 226 253 
91 257 242 253 238 187 +58 154 154 151 209 147 154 
101 150 154 154 154 176 220 253 235 253 275 279 279 
11 279 253 242 238 238 224 235 235 240 209 205 220 
121 213 213 209 213 205 209 198 202 220 220 206 209 
131 223 232 243 243 243 238 232 232 232 227 232 243 
141 225 227 232 225 225 221 221 221 229 227 225 216 
昭和元 221 209 209 209 209 205 205 187 185 183 183 183 
21 181 176 176 172 184 181 179 181 176 183 185 187 










10 (l町1) 第 127巻第2.3号
とものb































掲『日本曹達工業史j163くージ， rソーダと塩素』第3巻第3号， 1952， 27ベ ジa なお，この
B万円は日糖事件に連座検挙された磁村が，出揖tfk.事業家としての再出発のため鈴木商庖ノ
























2巻第11.12号， 1951， 18へー ジ。















程ヶ谷曹達工場 神奈川程ヶ谷 大 4E4d同. 9 大12，保土谷曹達
大阪曹達 福岡小童 大 4 I 5.11 わが国最初の水銀法
日本電気工業 富山下新川 6. 3 * 
東海曹達 愛知名古屋 大 5 6. 5 
軍曹晶ZLJ旭電化工業 東京尾久 大 6 6. 9 大阪アノレカリ 長野松本 明 26 6.11 
関東酸曹 東京王子 明 29 6.12 
三三池井染料工鉱;業l所11 福岡大牟田 大 7 7. 3 昭16，三井化学工業
大阪舎密工業 大 阪 明 30 7. 4 i:品勺L灯事器正無事14:主f議事Ezz横浜化学工業 神奈川横浜 つに 7 7. 5 
〈旧〕日本曹達 静岡入江 大 7 7. 5 学止，大7富士水電に
東洋化学工業 福島，原 7. 7 
南海晒粉 和歌山海草 明 40 7. 9 
大阪晒粉 大阪稗島 明 26 7.10 前臓事身大に合は10併明頃15の銀雪館， 大 9ラサ島燐
日本染料 大 阪 大 5 7.11 中止，昭19住友化学に合併
関西電気化学 島 根 7.11 ヨキ
日本曹達電解所 北海道余市 7.11 骨
利 根軌道 群馬渋川 8. 2 持大日中止
大東電エ 富山上新川 S. 9 骨
北 海曹達 富山伏木 大 7 8.11 大11より三井鉱山資本











































32) 日本曹達『二本木工場30年史〔稿)j，1951， 6ヘ タ。なお曹達部は大正日年2月，同社の定
款変更によりついに庵止された.





























































16 (156) 第 127巻第 2.3号
「起業目論見書J，r定款」が定められた。資本金は75万円〔払込22.5万円)，社
長に鈴木寅彦，専務に友礼が就任した'"。新工場は二本木の日本電炉工業の工

























42) 向上，大正R年1月見 R号付轟， 72へー ジM

















1 tにつき晒粉は 2.2tの割合で副産される。 当時，塩素の有効利用策として
は量的に晒粉がほとんど唯 のものであった刷。同会が苛性ソーダではなく副
産品たる晒粉だけを協定の対象品目とした理由は，①上述のように両者の生産
43) ルプラ噌ソ ダ企業としては関東酸曹 日本舎密の止に加えて， 防局直同法に依る鵡
業6会社にEびたるJ，6社とは，三園舎蜜工場伏正5名大阪)，丸菱製薬何年大阪)，
E井鉱.u(同，大牟田)，大飯晒粉 (7年、大阪λ下里製薬所〈同，排)， 厚狭化学工業(岡，
山口)であ勺た.前掲『調査資料』第32号， 93ベー ジ， 97-8ペー ジ， ，ルプヲン法隆盛期聞は大


































47) 甲種は 500:箱以下， 6ヶ月以下の注文者，乙種は50Q-I00()箱， 6ヶ且以上の注士者，あるいは
looC範以上， 6ヶ月臥下町注文者，丙種は1000箱以上， 6ヶ月ι上の注士者四 『東洋経揖新報』




























大正 3 5.70 5.60 5.50 5.35 5.60 5.75 5.70 5.75 5.7 5.75 5.85 5.75 
4 5.80 5.40 5.60 5.65 5.55 5.55 5.55 5.60 5.40 5.40 5.40 5.40 
5 7.00 14.50 17.8 01 16.50 10.50 10.50 9.20 9.50 9.20 10.00 10.50 12.00 
61 10.80 10.00 9.60 9.50 9.00 8.50 8.00 8.00 8.70 8.50 9.0U 8.30 
71 8.50 9.00 8.20 8.00 7.80 7.50 7.80 6.80 6.2 6.00 6.50 6.00 
8 6.00 5.50 5.5日 5.60 5.70 5.90 6.50 6.85 7.8 12.00 16.50 17.50 
91 15.00 15.50 15.50 13.80 12.00 10.50 10.50 11.00 11.5C 11.50 11.50 11.00 
101 11.50 11.00 9.60 9.60 
1907505(  ( 
10.50 10.50 10.50 10日 10.50 10.50 10.00 
11 10.60 10口D 10.00 10.00 10口0 10.00 10.00 8.3C 8.0日 7.80 8口0
121 7.50 7.50 7.50 7.50 7.50 7.20 7.50 8.5C 8.50 8.50 8.50 
13 7.90 8.80 8.80 8.50 8.50 8.50 9.00 8.80 8日 8.00 8.50 8.50 
14 8.50 8.60 8.60 8.50 8.60 8.30 8.20 8.80 8.80 8.70 8.50 8.50 
昭和元 8.50 8.50 8口O 7.80 7.80 7.8< 8.00 7.50 7.80. 7.50 7.00 7.00 
2 7.50 6.70 7口D 6.20 7.00 6.80 6.00 6.00 6.00 6.00 5.50 5.80 
3 5.50 5.00 4.5C 5.00 5.00 5.00 5.00 5口 4.8 01 5.50 5.50 5.50 
備考前掲『改訂増補日本曹達士巽史Jl323，337へー ジ。
第5表晒粉生産制限率の推移
1 1月 1 2月 1 3月 14月 1 5月 1 6月 1 7月 1 8見 1 9月|町|明 1'2月
大正9 20 50 50 40 45 35 
10 50 60 6日 60 60 65 60 60 60 65 65 60 
11 55 55 60 65 60 65 65 65 65 65 
12 (15) (15) (15) (15) 
13 
14 20 20 20 20 20 20 
昭和元 30 3日 3旧 35 35 40 40 45 45 40 35 35 
2 35 40 40 岨 40 45 45 20 20 20 却 20 
3 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 18 10 
4 10 10 10 10 15 15 15 15 15 13 13 13 
備考前掲『日本曹達工業史J188-9ベージE 輸出向けの生産は制限外に属した。( )内の数字
は『東洋経済新報」大正12年10月6日号， 28ヘ シによる。
2⑪ (160) 第 127巻第2・3号







企業名・資本金|大正 9上 9下 10上 10下 11上
関東酸曹 744 216 O 289 300 
公称 5，000 45.8 10.5 。 14.2 14.6 
払込 4，125 37.0 12.0 10.0 12.0 12.0 
(日日公本称本化1学3舎，肥00料D密〕
1，021 528 -':"1，701 427 49 
68.1 15.1 10.4 1.2 
払込 8，200 50.0 12.0 。 8.0 。
南海晒粉 207 3 6 50 59 
公称 1，000 71.4 0.8 1.5 13.9 16.7 
払込 720 25.0 12.0 '10.0 10.0 10.0 
大阪曹達 73 (249)円 2日 3 41 
公称 2，000 13.7 o 3.8 1.0 7.7 
払込 1，063 10 o 5 o 5 
旭 電 イヒ 100 2 2 60 58 
公称 2，000 16.0 0.3 0.3 8.1 7.8 
払込 1，488 8.0 。 。 6.0 6.0 
横浜化学 F -38 32 P i 
公称 150 P ? 1.4 






50) rダイヤモンド』大正11年 7且11日号， 14ペー ジ。
51) r東洋経済新報』大正1年四Jl21日号， 23ベ ジ.


















これは14年までにそれぞれ月産290t， 410 tへと急激に増大した。 これを先発
他社と比べてみると，たとえば五要企業の つであった旭電化は9年にはそれ
52) Wダずヤモンド』大JEll年11月l日号， 17へ i九
53) 同上，大正12年 5月1日号， 69ベー こらまた「裏面における服売競争は相当散しかった
すなわち巷聞にxx方面に蝶々 が舞っているとか， リスが飛び出したとか，また雪見が現われた








22 (162) 第 127巻第 2.3号
第7表 白木曹達三本木工場の生産量の推移
製品名|単位|大正91 10 1 11 1 12 1 13 1 14 1昭和元I2 I 3 
苛性ソタ t 245 1，137 1，488 1，942 2，787 3，362 4，075 2，189 2，334 
晒 粉 t 567 2，617 2，871 4，062 6，737 7，166 9，347 4，849 5，307 
四塩化錫 kg 7，798 01 3，624 10，494 575 1，067 2，440 1，0口D 4，466 
五塩化燐 kg 9，257 3，113 4，060 4，690 2，138 2，081 1，860 1，240 
水素ガ λ m' 10，878 60，282 14，250 145，255 146，833 
三塩化燐 kg 5，315 19，537 55，236 
硬化油 kg 66，98 1 307，692 888，33 
金属ソーダ t 7i 15 18 
過酸化ソ ダ t 2自 271 270 
塩素酸ソ タ t 291 28 382 
酸三塩化燐 kg 1，27 2，312 
塩化硫黄 kg 15 888 
出荷メタノレ kg 10，660 
液化塩素 kg 26，940 
備考前掲『二本木工場3.竿史〈稿)~ 130ベー ι








































































































58) 以上の数字は，前掲「二本木工場3C年史(楠)~ 63ヘー ジー
59) 向上， 3ペー ジー なお日本電炉工業(二本木工場)の工場長は「製錬所長」と称されてL、た。
60) 向上.34ヘー ク.
61) 向上， 3へージ。





大正 9 15 129 144 
10 14 139 153 
11 12 142 154 
12 13 167 180 
13 17 185 202 
14 22 218 240 
昭和元 23 258 281 
2 24 279 303 
3 26 285 311 
4 28 273 301 
5 29 282 311 
6 35 297 332 
7 39 424 463 
8 50 655 705 
9 56 853 909 
10 77 1，355 1，432 
11 88 1，493 1，581 
12 102 1，848 1，950 
13 126 2，168 33 2，321 
14 149 2，470 100 2，719 
1~ 164 2，627 227 3，018 
16 174 2，666 506 3，346 
17 462 4，450 536 5，448 
18 609 5，537 730 6，876 
19 981 6，219 1，570 8，770 









塩水蒋解 4 4 
苛性電解 7 7 
晒 粉 12 12 
苛性蒸発 10 10 
金属ソーダ 21 2 23 
過酸化ソ ダ 7 7 
塩素酸ソ ダ 15 1 16 
電 気 7 7 
金 ヨニ 9 9 
木 工 5 5 
運 損控 11 11 
分 析 2 2 
守 衛 4 4 
炊 事 。 6 6 
事務(合雑務〉 2 4 6 














































大正期ソーダ業界と日本曹達の成立 (167) 27 
第11表 日本曹達D営業成績
〔単位千円，私〉
年 同 l 芸品」量主主 l 竺~I 借入金 l 具持 l 利益金!利益率|配当率l株主数
65 
12 I 10.5 0.0 66 
120 14 I 12.7 70 
150 30 I 25.6 10.0 73 
170 27 18.4 10.0 73 
210 19 12.5 10.0 73 
750 I 375 10.0 I 73 
750 I 375 200 586 24 I 12.9 10.0 I 73 
750 I 448 180 69 31.0 10.0 I 73 
750 I 450 180 691 71 31.7 10.0 I 74 
180 10.0 I 75 
592 160 837 75 I 25.2 10.0 I 78 
1.400 I 1，120 I 1，000 1切 1，792 110 I 19.7 10.0 I 329 
110 2，114 113 I 20.3 
415I14mllm 
1.000 55 2.303 
16 I 1，400 I 1，400 1，000 47 2，423 132 I 18.8 I 10.0 I 334 
1，000 47 2，620 140 I 20.0 I 10.0 I 342 
18 1，400 I 1，400 1，000 346 3，096 149 I 21.3 I 10.0 I 401 
3，600 I 1，950 1，610 I 3，410 213 I 21.9 I 10.0 I 782 
















東京 5，千00円0 4，1千25円 千ポ83ン2ド 千1，ポ80ンDド 138円8 
:“品品能主ぜ品料
山口 13.000 8.200 104 297 1，010.1 
和歌山 1，000 72日 225 534 93.6 
大阪 15，QOO 10，500 320 422 82.9 
神奈川 800 800 175 500 160.0 
大阪曹達 福岡 2，000 1，063 162 463 229.5 
東海曹達 名古屋 1，250 663 163 466 171.6 
旭電化工業 東京 2，000 1.500 454 1，091 105.3 
三井鉱山 大牟田 100，000 62，500 80 229 
横浜化学工業 横浜 150 150 159 454 83.7 
大富福日日東士島東洋化子電電水工業電士灯〕
静岡 33，160 16.148 70 200 214.0 
福島 8，000 5，720 89 254 137.8 
富山 400 213 休止
北海曹達 富山 3，000 1.800 322 888 146.2 
日本曹達 新潟 750 225 179 423 75.6 





































「晒粉の盛衰はー に洋紙方面の脅謬害如何にありム『ダイヤ毛ンド」大正14年10月11日号， 17ベ ジ。


























































75) 同社の昭和期における C電解ソー ダ工業を一部分として含む)量長治吊王桑への展開には目ざ
ましいものが島った。 r当社は社名は曹連会社であるが実際は電気化学工業会社と云った方がシ
ックリするム『ダイヤモンド』昭和9年11月25日号.193ベ 山
